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「僕の未来も見えるかな」「僕の未来も見えるかな」
１歳過ぎから、年に数回遊びに行く鷲羽山。１歳過ぎから、年に数回遊びに行く鷲羽山。
５歳になる直前、初めて双眼鏡で大きな５歳になる直前、初めて双眼鏡で大きな
瀬戸大橋を見て大興奮。瀬戸大橋を見て大興奮。
コウちゃん母　様コウちゃん母　様

背を伸ばし、夢中で双眼鏡をのぞきこむ瞬間を捉えた写真からは愛情が伝わってくるようです。背を伸ばし、夢中で双眼鏡をのぞきこむ瞬間を捉えた写真からは愛情が伝わってくるようです。
今回も、多数のご応募ありがとうございました。次回も皆様の力作をお待ちしています。今回も、多数のご応募ありがとうございました。次回も皆様の力作をお待ちしています。
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学
び
の
環
境
を
改
善
す
る
と
い
う

強
い
覚
悟
で
学
校
の
適
正
配
置
を

　

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
計
画
は
、

国
の
手
引
き
を
参
考
に
検
討
す
る
の

で
は
な
く
、
今
後
、
減
少
が
見
込
ま

れ
る
児
童
・
生
徒
数
の
現
状
を
踏
ま

え
、
１
日
も
早
く
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
環
境
を
改
善
、
整
備
す
る
と
い

う
強
い
覚
悟
で
進
め
る
べ
き
で
は
。

市市　
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
や
地
域

の
事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
る

　

適
正
な
集
団
規
模
の
教
育
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
教
育
効

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

児
童
・
生
徒
数
の
推
移
や
地
域
の
事

情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
積
極
的
に
学

校
の
適
正
配
置
を
進
め
て
い
く
。

災
害
時
応
援
協
定
に
実
効
力
を

　

民
間
団
体
な
ど
と
結
ん
で
い
る
災

害
時
応
援
協
定
に
実
効
力
を
持
た
せ

る
た
め
、
連
絡
体
制
の
整
備
や
定
期

的
な
情
報
交
換
、
防
災
訓
練
へ
の
参

加
要
請
な
ど
を
行
う
べ
き
で
は
。

市市　
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
、
内
容

の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
実
効
性
を

高
め
る

　

協
定
を
結
ぶ
団
体
な
ど
と
は
、
年

度
替
わ
り
や
担
当
者
の
異
動
時
な
ど

に
連
絡
体
制
を
相
互
に
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
の
総
合
防
災
訓
練
に

も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後

も
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
や
協
定
内

容
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
応
援
協

定
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
進
め
方
は

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
体
制
整
備
の
状
況
は
。

市市　
４
月
以
降
、
高
齢
者
か
ら
接
種

す
る
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る

　
国
が
示
す
と
お
り
、
４
月
以
降
に
65

歳
以
上
の
人
か
ら
順
次
接
種
で
き
る

よ
う
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。
倉

敷
市
で
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
身
近
な
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種
を
進
め
、
そ
れ
を
補
完
す
る
形

で
必
要
に
応
じ
て
公
共
施
設
な
ど
で

集
団
接
種
を
実
施

す
る
予
定
。
国
か

ら
の
ワ
ク
チ
ン
供

給
に
よ
っ
て
状
況

が
変
わ
っ
て
も
、

柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
準
備
を

進
め
る
。

２

２月２４日（水）、２５日（木）に行われた代表質問（７会派）の一部をご紹介します。
代表質問とは各会派の政策・主張に基づき、会派を代表して市政に関し質問
するものです。

なお、３月３日（水）から８日（月）の間に、一般質問が行
われておりますが、紙面の都合上、掲載しておりません。
詳しくは市議会ホームページから録画中継をご覧ください。

未
来
ク
ラ
ブ

原
田
　
龍
五

～ 会派を代表して質問します ～

倉敷の
　  「これから」
　　　　　　を輝かせるために



保
育
士
処
遇
改
善
事
業
の
延
長
を

　

待
機
児
童
対
策
で
、
保
育
士
の
確

保
は
全
国
の
自
治
体
共
通
の
課
題
で

あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
保
育
士
に

市
内
で
働
い
て
も
ら
う
た
め
、
市
が

独
自
に
期
間
限
定
で
行
っ
て
い
る
保

育
士
な
ど
の
処
遇
改
善
制
度
に
つ
い

て
、
延
長
を
求
め
る
。

市市　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
令
和

７
年
度
ま
で
事
業
を
延
長
す
る

　

市
は
、
保
育
士
確
保
の
た
め
の
緊

急
対
策
と
し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら

３
年
度
ま
で
、
保
育
士
１
人
当
た
り

月
額
平
均
５
千
円

の
給
与
加
算
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

先
を
見
据
え
た
対

策
を
示
す
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
７
年
度
ま
で

事
業
を
延
長
す
る
。

倉
敷
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
の

進
捗
状
況
は

　

連
続
立
体
交
差
事
業
で
、
県
が
３

つ
の
コ
ス
ト
縮
減
案
を
公
表
し
て
３

年
が
た
つ
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

市市　
県
が
３
つ
の
コ
ス
ト
縮
減
案
を

詳
細
に
検
討
し
て
い
る

　

市
は
コ
ス
ト
縮
減
の
３
案
の
う
ち
、

山
陽
本
線
、
伯
備
線
、
水
島
臨
海
鉄

道
を
全
て
高
架
化
す
る
案
を
県
に
要

望
し
て
い
る
が
、
県
は
現
在
、
案
を

１
つ
に
絞
り
込
む
た
め
、
水
島
臨
海

鉄
道
を
高
架
化
し
な
い
案
も
含
め
、

３
案
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
早

期
に
都
市
計
画
決
定
が
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
事
業
主
体
で
あ
る
県
や
関

係
機
関
な
ど
と
協
議
、
検
討
を
行
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
業
務
の
見
直
し
は

　

コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
は
、
中
止
、
縮

小
し
て
も
支
障
の
な
い
業
務
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は
。
市

で
は
、
ど
の
よ
う
な
行
政
改
革
が
進

ん
だ
の
か
。

市市　
コ
ロ
ナ
対
応
で
の
経
験
も
生
か
し

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
努
め
る

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
業
務
遂
行
で

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
通
勤
の
促

進
の
ほ
か
、
出
張
の
自
粛
に
伴
う
ウ
ェ

ブ
会
議
の
導
入
に
よ
り
、
経
済
的
か

つ
効
率
的
な
効
果
が
見
込
ま
れ
、
行

政
改
革
の
推
進
に
つ
な
が
っ
た
面
も

あ
る
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
対
応
で
得
た

経
験
も
生
か
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
努
め
る
。

災
害
弱
者
に
対
す
る
避
難
時
の

個
別
計
画
の
今
後
の
取
り
組
み
は

　

災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
難
し

い
人
の
避
難
方
法
や
避
難
先
、
手
助

け
を
す
る
人
な
ど
を
明
記
す
る
個
別

計
画
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市市　
国
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
個
別

避
難
計
画
の
作
成
支
援
に
取
り
組
む

　

今
後
、
真
に
避
難
支
援
の
必
要
な

人
が
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
さ
れ
る

よ
う
見
直
す
な
ど
、
新
た
な
要
件
で

の
台
帳
を
作
成
す
る
。
併
せ
て
、
国

の
動
向
や
市
の
検
討
会
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
福
祉
・
介
護
な
ど
の
専
門

職
と
も
連
携
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
な
ど
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
支

援
に
取
り
組
む
。

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
と
、
新
た
な
生
活
様
式
の

確
立
に
向
け
、
行
政
手
続
き
上
の
書

面
、
押
印
、
対
面
規
制
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
急
務
で
あ
る
。
市
の
行
政

手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
計
画
は
。

市市　
国
の
計
画
を
踏
ま
え
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る

　

国
の
計
画
で
は
、
児
童
手
当
の
現

況
届
の
提
出
な
ど
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
27
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
手
続
き
の
２
０
２
２
年
度
末

ま
で
の
開
始
を

目
標
と
し
て
い

る
。
市
で
も
こ

の
計
画
を
踏
ま

え
、
オ
ン
ラ
イ

ン
化
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
。

35
人
学
級
に
向
け
た
市
の
考
え
は

　

国
は
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
５
年

間
で
、
公
立
小
学
校
の
１
ク
ラ
ス
を

40
人
か
ら
35
人
以
下
へ
段
階
的
に
引

き
下
げ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
市
の

考
え
る
35
人
学
級
の
利
点
と
課
題
、

ま
た
、
課
題
解
決
に
向
け
た
考
え
は
。

市市　
教
員
や
教
室
の
不
足
な
ど
想

定
さ
れ
る
課
題
解
決
に
努
め
る

　

学
級
規
模
が
小
さ
く
な
り
、
よ
り

き
め
細
や
か
な
指
導
が
可
能
と
な
る

一
方
、
学
級
数
が
増
加
し
、
教
員
や

教
室
の
不
足
が
想
定
さ
れ
る
。
教
員

の
配
当
は
県
に
要
望
、
将
来
の
児
童

数
の
推
計
か
ら
施
設
整
備
を
検
討
し
、

財
政
支
援
を
国
に
要
望
す
る
な
ど
、

想
定
さ
れ
る
課
題
解
決
に
努
め
る
。

３

市民が利用する窓口の利便性向上
が求められる

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

三
村
　
英
世

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水
　
耕
二



防
災
危
機
管
理
室
と
消
防
局
の

一
元
的
な
拠
点
体
制
の
整
備
を

　

災
害
時
に
は
防
災
危
機
管
理
室
と

消
防
局
の
連
携
が
極
め
て
重
要
だ
が
、

お
互
い
が
離
れ
た
場
所
に
あ
る
。
連

携
を
強
化
す
る
た
め
、
一
元
的
な
拠

点
体
制
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
庁
舎
再
編
の
機
会
に
、
迅
速
に

連
携
で
き
る
配
置
を
検
討
し
た
い

　

災
害
対
策
本
部
と
消
防
局
な
ど
が

総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

気
象
・
災
害
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
災

害
時
の
体
制
を
強
化
し
、
ま
た
、
職

員
配
置
に
よ
る
日
頃
か
ら
の
情
報
共

有
に
も
努
め
て
い
る
。
今
後
、
庁
舎

再
編
の
機
会
に
、
関
係
部
局
が
迅
速

に
連
携
で
き
る
配
置
を
検
討
す
る
。

緊
急
時
の
給
水
拠
点
の
整
備
を

　

災
害
時
の
大
規
模
断
水
な
ど
の
備

え
と
し
て
、
着
実
な
管
路
の
更
新
、
耐

震
化
の
推
進
と
併
せ
て
、
市
民
の
生

活
水
を
確
保
す
る
た
め
の
、
緊
急
時

の
給
水
拠
点
を
整
備
し
て
は
。

市市　
広
域
避
難
所
な
ど
へ
の
耐
震
性

貯
水
槽
の
導
入
の
検
討
を
始
め
た

　

従
来
の
給
水
活
動
は
給
水
車
中
心

で
、
機
動
力
に
優
れ
巡
回
で
き
る
利

点
が
あ
る
が
、
車
や
人
員
に
限
り
が

あ
り
、
災
害
時
に
十
分
な
対
応
が
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

令
和
２
年
度
か
ら
、
広
域
避
難
所
な

ど
へ
常
設
の
給
水
拠
点
と
な
る
耐
震

性
貯
水
槽
の
導
入
の
検
討
を
始
め
た
。

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
支
援
策
は

　
地
域
経
済
・
雇
用
の
基
盤
で
あ
る
水

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
関
連
企
業
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
や
、
国
が
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
示
す

中
、
生
き
残
り
を
か
け
た
経
営
戦
略

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
の

さ
ら
な
る
支
援
策
を
強
く
求
め
る
。

市市　
奨
励
金
制
度
の
期
間
延
長
と

新
制
度
に
よ
り
支
援
を
進
め
る

　
令
和
２
年
度

末
が
期
限
で

あ
っ
た
設
備
投

資
促
進
奨
励
金

制
度
の
延
長
の

準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市

内
で
国
内
拠
点

化
を
進
め
る
企
業
向
け
の
奨
励
金
制

度
を
新
設
す
る
。
今
後
も
社
会
情
勢

に
対
応
し
た
支
援
を
進
め
、
企
業
の

発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
市
民

に
分
か
り
や
す
い
啓
発
を

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
地
震
や

津
波
の
リ
ス
ク
を
、
市
民
が
ど
れ
だ
け

理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
発
災
時

に
想
定
さ
れ
る
被
害
を
、
映
像
な
ど

で
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
は

市市　
映
像
な
ど
を
活
用
し
、
市
民

に
分
か
り
や
す
い
啓
発
に
努
め
る

　

出
前
講
座
で
は
、
市
で
想
定
さ
れ

る
震
度
で
の
家
屋
被
害
の
動
画
や
津

波
の
威
力
な
ど
を
検
証
し
た
実
験
動

画
な
ど
を
使
い
、

被
災
状
況
を
実
感

で
き
る
よ
う
説
明

し
て
い
る
。
引
き

続
き
映
像
な
ど
を

活
用
し
、
市
民
に

分
か
り
や
す
い
啓

発
に
努
め
る
。

立
地
適
正
化
計
画
の
誘
導
区
域

設
定
に
お
け
る
各
地
区
の
評
価
は

　

立
地
適
正
化
計
画
で
、
新
た
に
各

地
区
の
誘
導
区
域
を
設
定
し
た
際
、

各
地
区
の
歴
史
、
文
化
、
風
習
な
ど
、

お
金
に
は
代
え
ら
れ
な
い
個
性
と
魅

力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。

市市　
市
の
人
口
動
向
、
土
地
利
用
、

公
共
交
通
な
ど
の
状
況
か
ら
設
定

　

誘
導
区
域
は
、
国
の
指
針
と
と
も

に
、
市
の
人
口
動
向
、
土
地
利
用
、

公
共
交
通
、
施
設
立
地
、
市
民
の
生

活
行
動
、
災
害
リ
ス
ク
な
ど
の
状
況

を
踏
ま
え
設
定
し
た
。
各
地
区
の
個

性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
資
源
な
ど
は
、

並
行
し
て
改
定
中
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
。

地
域
内
経
済
循
環
を
消
費
者
に
意
識

付
け
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

　

高
梁
川
流
域
の
地
域
内
経
済
循
環

を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
に
、
事
業

者
だ
け
で
な
く
消
費
者
へ
の
意
識
付

け
も
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
考
え
方
や
市
の
施
策
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る

　
地
域
内
経
済
循
環
シ
ス
テ
ム
は
、
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
域

内
で
多
く
の
資
金
を
循
環
さ
せ
地
域

の
発
展
を
図
る
も
の
で
、
非
常
に
有

益
と
考
え
る
。
地
域
内
経
済
循
環
の

考
え
方
や
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
市

の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
つ
い
て
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今

後
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

４４

約２００もの事業所が集積する
水島コンビナート

新
風
く
ら
し
き

平
井
　
俊
光

新
政
ク
ラ
ブ

松
成
　
康
昭



被
災
者
へ
の
見
守
り
支
援
の
継
続
を

　

見
守
り
支
援
は
、
今
後
も
対
象
を

狭
め
ず
、
被
災
し
た
全
世
帯
を
視
野

に
置
い
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
支
援

の
現
在
の
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

市市　
今
後
も
し
っ
か
り
と
見
守
り

が
必
要
な
世
帯
へ
の
支
援
を
行
う

　

現
在
、
各
種
手
続
き
へ
の
支
援
員

の
同
行
、
困
窮
が
予
測
さ
れ
る
世
帯

な
ど
へ
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
の
訪
問
、

ま
た
、
複
合
的
な
課
題
の
あ
る
世
帯
に

は
、
庁
内
外
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て

支
援
方
針
を
検
討
す
る
な
ど
、
世
帯

に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い
る
。
今
後
、

仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
退
去
さ
れ
て
も
、

必
要
な
世
帯
に
対
し
、
見
守
り
支
援

を
継
続
す
る
。

市
長
の
憲
法
９
条
に
対
す
る
認
識
、

ま
た
、
市
政
へ
の
反
映
は

　

市
長
の
憲
法
９
条
に
対
す
る
基
本

的
な
認
識
は
。
ま
た
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

市市　
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
継

承
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

　

わ
が
国
は
戦
後
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
願
い
制
定
さ
れ
た
日
本
国
憲
法

の
下
、
復
興
と
今
日
の
繁
栄
を
築
い

て
き
た
。
国
民
の
間
に
定
着
し
た
憲

法
９
条
の
平
和
へ
の
理
念
は
、
今
後

も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
市
で

は
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
継
承
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
平
和

を
大
切
に
す
る
社
会
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
条
例
制

定
に
よ
る
導
入
を
求
め
る

　

市
が
導
入
を
検
討
し
て
い
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
は
、

条
例
の
制
定
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
中
で
の
導
入
と

な
る
の
か
。

市市　
実
効
性
の
あ
る
制
度
と
し
て
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
で
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
む

　
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
庁
内
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

実
効
性
の
あ
る
制
度
と
な
る
よ
う
検

討
中
。
ど
の
よ

う
な
形
で
導
入

す
る
か
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
で

の
導
入
に
向
け

て
取
り
組
む
。

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る

飲
食
店
や
観
光
業
へ
の
応
援
策
は

　

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る

飲
食
店
へ
の
応
援
策
は
。
ま
た
、
同

様
の
状
況
の
観
光
業
へ
の
応
援
と
し

て
、
修
学
旅
行
誘
致
の
取
り
組
み
は
。

市市　
感
染
状
況
に
応
じ
た
飲
食
店

へ
の
応
援
や
、
市
内
宿
泊
の
修
学
旅

行
誘
致
を
進
め
る

　

実
施
を
延
期
中
の
事
業
の
予
算
を

令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
、
感
染
状

況
に
応
じ
、
い
ち
早
く
飲
食
店
関
係

を
応
援
す
る
。
ま
た
、
市
内
宿
泊
の

修
学
旅
行
に
１
人
当
た
り
２
千
円
の

補
助
金
を
交
付
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
県
の
補
助
制
度
と

も
連
携
し
、
誘
致
活
動
を
進
め
る
。

待
機
児
童
の
み
を
受
け
入
れ
る

施
設
を
整
備
し
て
は

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
保
育
施

設
の
増
改
築
に
よ
る
定
員
増
の
取
り

組
み
な
ど
に
加
え
、
待
機
児
童
の
多

い
地
区
に
待
機
児
童
の
み
を
受
け
入

れ
る
施
設
を
臨
時
に
整
備
し
て
は
。

市市　
小
規
模
保
育
事
業
等
推
進
事

業
に
取
り
組
む

　

特
に
待
機
児
童
の
多
い
３
歳
未
満

の
受
け
入
れ
枠
の
確
保
と
と
も
に
、

小
規
模
保
育
事
業
な
ど
の
事
業
者
と
、

卒
園
後
の
３
歳
以
降
の
受
け
入
れ
先

と
な
る
民
間
保
育
所
や
私
立
幼
稚
園

と
の
連
携
を
図
る
小
規
模
保
育
事
業

等
推
進
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
。

今
後
、
成
人
式
は
ど
う
な
る
の
か

　

５
月
に
延
期
し
た
令
和
２
年
度
の

成
人
式
の
準
備
状
況
と
、
令
和
３
年

度
の
開
催
方
針
は
。
ま
た
、
法
改
正

で
成
人
年
齢
が
18
歳
と
な
る
令
和
４

年
度
以
降
の
成
人
式
の
在
り
方
は
。

市市　
今
後
の
感
染
症
の
状
況
も
踏

ま
え
て
結
論
を
出
す

　

延
期
し
た
成
人

式
は
、
内
容
や
感

染
症
・
熱
中
症
対

策
を
工
夫
し
、
開

催
に
向
け
て
準
備

中
。
令
和
３
年
度

は
例
年
ど
お
り
１

月
の
開
催
を
目
指

す
。
令
和
４
年
度
以
降
も
20
歳
に
な

る
人
を
対
象
に
す
べ
き
と
の
有
識
者

会
議
か
ら
の
意
見
を
尊
重
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
感
染
症
の
状

況
も
踏
ま
え
て
結
論
を
出
す
。

５

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

藤
井
　
昭
佐



６

議会での議論から
議会での議論が事業の予算化や実現に結び付いた取り組みについて、ピックアップしてお知らせします。

市議会での議論を受けて、市が待機児童解消に向けたさまざまな関連事業を予算化！

全国的な課題となっている待機児童問題では、過去２年間に限っても、延べ２５人もの議員が質問や
要望を繰り返し、活発な議論が交わされています。

このほかにも議会での議論が、さまざまな取り組みにつながっています！

★ 保育士処遇改善事業
喫緊の課題である保育士を確保するための緊急対策として、
保育所などの運営法人に対して、保育士１人あたり月額平均
５千円の給付加算などにより処遇改善を行う事業。

【事業費：１億 2,554 万円】
（令和３年度までの期限を令和７年度まで延長）

★ 小規模保育事業等推進事業
倉敷・水島地区において、新たに小規模保育事業者または事
業所内保育事業者と連携して、小規模保育事業所などを卒園
した３歳児の受け入れなどを行う民間保育所などの運営法人
に対して、事業運営を委託する事業。【事業費：540 万円】

（令和２年６月補正予算における新規事業）

★ 民間保育所施設整備助成事業（予算拡大）
民間保育所の施設整備を行う社会福祉法人に対して、
整備費の一部を助成し、定員の増加につなげる事業。

【事業費：３億 4,696 万円】

★ 民間保育所等保育士宿舎借り上げ支援事業
保育士の就業継続や離職防止を図るため、保育所などの
運営法人に対して、保育士宿舎を借り上げる経費の一部
を助成する事業。【事業費：1,170 万円】

（令和２年度当初予算から、対象となる保育士の条件を
 採用後５年間から１０年間に変更）

※ 事業費は、全て令和３年度当初予算

こうした事業などの結果、この２年間で保育定員が約６００人増加しました！こうした事業などの結果、この２年間で保育定員が約６００人増加しました！

★ ため池水位監視システム設置委託料が予算化！
（令和２年６月補正予算）

幼児教育・保育無償化の影響などから、待機児童ゼロには至っていませんが、今後も、
倉敷市の子どもたちのため、待機児童問題の解決に向けた取り組みを求めていきます。

議員の質問
（主な内容）

【平成３０年１２月定例会】
質 問

★ 「無事です！タオル」が資機材リストに追加！
迅速な救助につなげる取り組みとして、黄色の

「無事です！タオル」を導入し、全世帯に配布し
ては。 【令和２年２月定例会】

質 問

実 現！！
～待機児童対策に向けて～

大雨時、複数のため池を同時に監視することは
難しいため、情報発信杭を利用し、遠隔監視を
してはどうか。 ★ 防災ガイドブック「くらしきの防災」作成！

県が作成している防災啓発用冊子を活用して倉敷市版を作成し、
普及啓発を。また、紙面には、携帯用避難カードを掲載しては。

冊子に子育て世帯向けに、非常時の持ち物や避難所での注意点
などを掲載してほしい。

質 問

【令和２年２月定例会】

【令和２年９月定例会】質 問

待機児童の多くを占める０～２歳児の保育を行う小規模保育は、３歳からの受け入れ先を決めておかなければ
ならないことが開設の壁となっている。小規模保育を含めた整備計画を。

育休退園の見直し（出産後、育児休暇取得の際、保育所退所となる児童の対象年齢の見直し）の時期と内容は。

幼児教育・保育の無償化が始まったが、どのような影響があり、どのように対応したのか。

コロナ禍で、保育士は通常業務に加え感染防止に係る負担が増え大変な状況。就業継続の支援や離職防止を
図る取り組みを。

令和２年度には１カ所に設置され、令和３年度は
６カ所に設置される予定です。

自主防災組織が選び、配布される資機材リストに追加
されることになりました。（令和３年度から）

紙面に、携帯用の災害・避難カード、子育て世代を対象にした避難所
生活における注意点が盛り込まれました。（令和３年３月発行）

令和元年１０月からの幼児教育・保育の無償化で保育ニーズが高まる。今後の待機児童対策は。



件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第１１号）
　国の第 3次補正予算を活用して実施する、特定不妊治療費助成の制度拡充に要する経費、小・中学校
の外壁改修やトイレの洋式化を行うための経費、学校園の感染症対策に要する経費、地域経済の活性化
のため、市内事業者の感染症対策などを支援する経費、感染症対策を講じた上で販売促進や消費喚起事
業などを実施する事業者グループなどを支援する経費、市内で製造・販売される商品の流通拡大を図る
ために商談会の開催や販路開拓支援などを実施する経費、岡山デスティネーションキャンペーンなどと
連携して観光誘客を推進するための経費、ぼっけぇお得な「倉敷みらい旅」事業の第３弾、また、感染
症対策として、新型コロナウイルス感染症患者を受け入れた市内の医療機関に対する市独自の支援金な
ど、約３０億９００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市中央斎場施設整備事業契約の締結について
　契約の締結にあたり、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律第１２条の規
定により、議会の議決を求めるもの。（×のところは、ＢＴＯ方式による施設の設計、建設、維持管理や
運営などに係る事業の契約は、客観的検証もできないことなどから認められないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

指定管理者の指定について（倉敷市中央斎場）
　倉敷市中央斎場の指定管理者を指定するためのもの。

（×のところは、２０年間にわたり一つの事業者に管理を任せることは認められないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

財産取得について
　学校給食共同調理場敷地などとして、国が所有する倉敷市児島味野地内の土地、約２万平方メートル
を取得するためのもの。（×のところは、大型共同調理場には問題があり解決されていない、液状化の危
険性が高い土地であり、対策のため地盤整備が別途必要となる、調理場建設に必要とする以上の面積ま
で購入することは認められないなどとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 ※ × 〇 〇

令和３年度倉敷市一般会計予算
　新型コロナウイルスワクチン接種事業費、真備緊急治水対策事業費、避難経路等確保事業費、まきび
の里保育園災害復旧事業費、放課後児童クラブ実施事業費、大高小学校給食調理場・校舎整備事業費、
テレワーク移住した方の家賃や県外事業者によるサテライトオフィスなどの開設を支援する経費、金融
機関連携型中小企業支援事業費、居住誘導区域の空き家を居住目的で改修する費用を助成する経費、（仮
称）倉敷西部クリーンセンター整備運営事業費、いきいきポイント推進事業費、ふれあいサロン活動
促進事業費、生活困窮者自立支援事業費、ＳＤＧｓ推進事業費、総合福祉会館整備事業費など、約１，
８７９億９，３００万円を計上。（×のところは、税証明コンビニ交付システムの運用経費、社会保障・
税番号制度個人番号カード交付事業費、マイナンバーカード取得促進と一体化した証明書コンビニ交付
事業費、ＰＦＩ手法による中央斎場ほか２施設の整備運営事業費、企業誘致推進事業のうち企業誘致促
進奨励金、鉄道高架事業費、東陽中学校および２カ所の共同調理場の給食調理業務等委託料、新共同調
理場整備事業費について反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和３年度倉敷市介護保険事業特別会計予算
　介護サービス等諸費などの保険給付費の増加などにより、３．０％増の約４４９億９，８００万円を計
上。（×のところは、コロナ禍にあって市民生活が逼迫しており、今期の保険料値上げはすべきではない
として反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和３年度倉敷市モーターボート競走事業会計予算
　ＳＧ第３１回グランドチャンピオンの開催などにより、２８．８％増の約５２２億２，０００万円を計
上。（×のところは、ギャンブル依存を拡大する性格を持つ事業であることに変わりはなく、自治体財政
はギャンブルの利益に頼るべきではないという立場から反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市介護保険条例の改正について
　介護保険料の額を改定するとともに、介護保険料の段階の判定に関する基準を変更するためのもの。

（×のところは、上記の介護保険事業特別会計予算と同様の理由で反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

モーターボート競走施行に関する事務の受託に関する協議について
　備南競艇事業組合から事務を引き続き受託するためのもの。

（×のところは、上記のモーターボート競走事業会計予算と同様の理由で反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第１２号）
　令和３年度当初予算へ組み替えるための減額分、国の補助内示に伴う令和３年度当初予算からの前倒
し分としての追加分、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した地域経済対策事業
費の過不足調整、避難経路等確保事業費などの繰越明許費を併せて、約７億５，４００万円の減額を計上。

（×のところは、新共同調理場整備事業費の繰越明許費について、学校給食は直営・自校方式を維持すべ
きとの立場から反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

● 市長提出議案（予算案 23 件、条例案 30 件、事件案 18 件、人事案 2 件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

７

○：賛成   ×：反対(　　　　　　) 未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　公－公明党倉敷市議団　政－新政クラブ
風－新風くらしき　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員

　　　　　　　　　　　　　　　　　※は、芦田　泰宏○、尾﨑　勝也×、中島　光浩○、日向　　豊○、平井　俊光○

議案等審議状況



矢野　周子

８

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
原田　龍五
山畑　滝男
若林　昭雄
中西　公仁

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ

荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
難波　朋裕
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団

末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団

井出　妙子
生水　耕二
梶田　省三
仙田　貴孝
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 青空市民
ク ラ ブ

小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】

議長のため
採決に加わらず

今定例会欠席
※

件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無

倉敷市に「２０５０年温室効果ガス排出実質ゼロ宣言」を求めることについて
　令和２年１０月、菅首相が２０５０年までの脱炭素社会の実現を目指すことを宣言した。温室効果ガ
ス排出実質ゼロの目標は経済界も含め歓迎しており、すでに日本の目標として共有されている。市長も、

「日本が世界と足並みをそろえ、取り組みを推進することは重要」としている。倉敷市に「２０５０年温
室効果ガス排出実質ゼロ宣言」を行い、パリ協定の１．５℃目標に整合した計画への見直しと、一般市民、
とりわけ将来の環境の影響を受ける若い世代を含むオープンな議論に基づき、速やかに行動に移すこと
を求める。

閉会中の継続審査

※

秋田　安幸
塩津　　学
時尾　博幸
藤原　薫子

新　　風
くらしき

芦田　泰宏
尾﨑　勝也
中島　光浩
日向　　豊
平井　俊光

【          】

市議会からのお知らせ

月 日 ( 曜日 ) 会議日程

６

  7 ( 月 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
11 ( 金 )

14( 月 )、15( 火 ) 本会議：質問

16 ( 水 ) 本会議：質問
委員会：予算

17 ( 木 ) 委員会（予算分科会）：市民文教 ･ 文化産業
18 ( 金 ) 委員会（予算分科会）：総務 ･ 建設消防
21 ( 月 ) 委員会（予算分科会）：保健福祉 ･ 環境水道
23 ( 水 ) 委員会：予算
25 ( 金 ) 本会議：委員長報告 ､ 議決 ､ 閉会

倉敷市議会 第２回定例会日程 ( 予定 )

【委員会（予算委員会を除く）】　定員５人
　委員会開会の１５分前までに議会事務局受付で傍聴受付票を
ご提出ください。希望者多数の場合は抽選になります。

＊市議会に傍聴に来られる皆様へ＊

【本会議・予算委員会】　定員２４人（先着順）
　低層棟４階傍聴席入り口で傍聴券に記入してご入場くださ
い。車いすスペースもございます。団体でお越しの場合は、
３階の議会事務局受付で団体手続が可能です。
※定例会は年４回開催されます。臨時会が開催されることもあります。

※新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴席の一部の使用
　を制限し、間隔を空けて着席をお願いしています。
※傍聴の際は必ずマスクをご着用ください。

※正式には開会予定日の 1 週間前に開催される
　議会運営委員会で決まります。

　あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。市内のイベント、風景など、
倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。採用になった作品は、次号の表紙に掲載させていただきます。

次号の表紙写真を募集します！！　あなたのお気に入りの１枚を送ってください次号の表紙写真を募集します！！　あなたのお気に入りの１枚を送ってください

　　（令和３年５月期募集）　令和３年５月１日（土）～ 令和３年７月２０日（火）
※詳しくは、市議会ホームページ（市議会だより表紙写真募集案内）をご覧ください。

＊倉敷市議会事務局フェイスブックをご覧ください
「倉敷市議会事務局フェイスブック」では、議会の日程や活動内容などの情報をタイムリーに
分かりやすく発信しています。皆さまからの「いいね！」をお待ちしております。

@KurashikiShigikai 検　索

【          】未来クラブ 新政クラブ 無 会 派【          】 【          】

（無会派：会派に属さない議員）


